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《会
員
著
書
紹
介
》

再
生
」
に
つ
い
て
、
「古
典
本
文
をW
E
B

に
載
せ
る
」
は
、T
E
I

の

概
説
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
古
典
本
文
の
翻
刻
と
そ
の
公
開
方
法

に
つ
い
て
の
提
唱
を
行
う
。
以
下
、
学
会
会
員
で
あ
る
盛
田
帝
子
氏
と

飯
田
洋

一
氏
に
よ
る
章
段
を
少
し
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

盛
田
氏
に
よ
るII
2

「十
八I

十
九
世
紀
に
お
け
る
王
朝
文
学
空
間

の
再
興
」
は
、
寛
政
度
復
古
内
裏
で
の
、
古
記
録

・
古
典
の
再
創
造
に

つ
い
て
述
べ
る
。
光
格
天
皇
と
朝
廷
は
、
平
安
内
裏
に
由
緒
を
も
つ
紫

哀
殿

・
清
涼
殿
を
再
建
し
た
。
並
行
し
て
、
殿
舎
の
中
の
襖
絵
な
ど
の

障
壁
画
や
、
和
歌
、
音
楽
が
生
ま
れ
る
御
常
御
殿
の
御
小
座
敷
と
い
う

空
間
が
造
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
古
記
録
や
古
典

（文
学

・
絵
画
作

品
）
が
用
い
ら
れ
、
資
料
が
な
い
場
合
は
、
天
皇
の
好
み
を
踏
ま
え
、

当
代
に
即
し
て
新
規
に
考
案
さ
れ
た
。
当
時
の
江
戸
や
京
都
で
は
、
古

典
を
用
い
た
王
朝
復
古
を
目
指
し
つ
つ
、
古
典
を
活
か
し
、
時
代
に
即

し
た
新
た
な
文
化
を
取
り
入
れ
た
空
間
の
再
創
造
が
な
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

飯
田
氏
に
よ
るW
14

「
上
田
秋
成
に
お
け
る

〈古
典
〉
語
り
」
は
、

『春
雨
物
語
』
「歌
の
ほ
ま
れ
」
の

〈古
典
〉
語
り
の
様
相
が

「
テ
ク
ス

ト
遺
産
」
に
相
当
す
る
と
主
張
す
る
。
『万
葉
集
』
の
注
釈
を
逸
脱
し
た

「長
物
が
た
り
」
は
、
秋
成
の
万
葉
研
究
書

『金
砂
』
や

『春
雨
物
語
』

に
も
見
ら
れ
る
。
両
者
の
ジ
ャ
ン
ル
は
異
な
る
が
、
〈古
典
〉
語
り
の
面

か
ら
見
る
と
、
非
常
に
近
い
テ
キ
ス
ト
で
、
か
つ
既
存
の
ジ
ャ
ン
ル
に

収
ま
ら
な
い
散
文
で
あ
り
、
「古
典
の
再
生
」
の
現
れ
だ
と
い
え
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
と
に
成
立
し
た
本
著
は
、
古
典
の
持
つ
ポ
テ
ン

盛
田
帝
子

編

『古
典
の
再
生

T h e

R e v i v a i
o f

t h eC
lassics
』

本
書
は
、
―10

二
三
年
二
月
十

一
・
十
二
日
に
、
京
都
産
業
大
学
む

す
び
わ
ざ
館
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

「古
典
の
再
生
」
に
お
け
る
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
、
議
論
を
も
と
に

成

っ
た
論
集
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

再
生
す
る
古
典

イ
メ
ー
ジ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

源
氏
物
語
再
生
史

江
戸
文
学
の
な
か
の
古
典

W
E
B

で
の
古
典
再
生

ー
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IIIIIw＞
「I
再
生
す
る
古
典
」
で
は
古
典
の
再
生
を
論
理
的

・
多
角
的
に
考
察

す
る
。
「II

イ
メ
ー
ジ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
で
は
、
古
典
テ
キ
ス
ト
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
た
も
の
や
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
表
現
し
た
も

の
に
焦
点
を
当
て
た
。
「III

源
氏
物
語
再
生
史
」
は
、
『源
氏
物
語
』
が

中
世
か
ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
立
ち
現
れ
る
様
相

を
論
じ
る
。
「W
江
戸
文
学
の
中
の
古
典
」
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
古

典
再
生
の
事
例
を
多
角
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
「VW
E
B
で
の
古
典



は
じ
め
と
し
て
、
政
治

・
文
化
の
両
面
で
王
朝
時
代
の
復
興
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。
王
朝
文
化

へ
の
憧
れ
を
抱
い
た
人
々
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
物
合
が
再
興
さ
れ
る
中
、
都
に
思
い
を
馳
せ
た
歌
と
し
て
有
名
な

「名

に
し
負
は
ば
い
ざ
言
問
は
む
都
鳥
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
」

（『伊
勢
物
語
』
第
九
段
）
が
詠
ま
れ
た
隅
田
川
で
再
興
し
た
の
が
、
「十

番
虫
合
」
で
あ
る
。

本
書
で
紹
介
さ
れ
る
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
所
蔵

『十
番
虫
合
絵
巻
』
は
、

天
明
―
一年

（
一
七
八
二
年
）
に
開
催
さ
れ
た

「十
番
虫
合
」
に
出
座
し

て
い
た
三
島
景
雄
が
記
録

・
編
集
し
た
絵
巻
物
で
あ
る
。
人
々
が
左
右

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
鈴
虫
あ
る
い
は
松
虫
を
用
い
た
飾
り
台
と

和
歌
を
出
し
合
い
、
そ
の
優
劣
を
十
回
に
わ
た

っ
て
競
い
合
う
様
子
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
と
判
詞
に
加
え
て
、
実
際
に
使
わ
れ
た
飾
り

台
の
様
子
が
色
彩
豊
か
で
繊
細
な
描
写
に
よ
り
記
録
さ
れ
て
お
り
、
娯

楽
と
学
問
や
美
術
が
結
び
つ
い
た
高
度
な
遊
び
と
当
時
の
美
意
識
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。

第I
章
で
は
、
『十
番
虫
合
絵
巻
』
の
影
印

・
挿
絵
を
カ
ラ
ー
画
像
で

紹
介
し
、
校
訂
本
文

・
現
代
語
訳

・
注
釈
と
と
も
に
、
作
り
物

（飾
り

台
）
の
趣
向
や
読
み
の
ポ
イ
ン
ト
も
併
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。
原
典
に

忠
実
な
形
で
絵
巻
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
文
化
的

・
歴
史
的
な
時
代
背
景
と
と
も
に
知
識
人
た
ち
の
交
流
や

思
想
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
第II

章
で
は
、

第I
章
で
紹
介
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
し
て

『十
番
虫
合
絵
巻
』
を
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
読
み
解
く
論
考

・
コ
ラ
ム
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

シ
ャ
ル
が
未
来
を
創
造
す
る
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

（令
和
六
年
三
月

文
学
通
信
A
5
版

四
四
七
頁

二
、
八0
0
円
＋
税
）

盛
田
帝
子

・
ロ
バ
ー
ト

・
ヒ
ュ
ー
イ

編

盛
田
帝
子

•
松
本
大

・
飯
倉
洋

一

校
注

・
訳

『江
戸
の
王
朝
文
化
復
興
ー
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
所
蔵

レ
イ
ン
文
庫

『十
番
虫
合
絵
巻
』
を
読
む
ー
』
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本
書
は
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
が
所
蔵
す
る

『十
番
虫
合
絵
巻
』
に
関

す
る
精
密
な
解
説
と
、
研
究
者
た
ち
に
よ
る
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
論

考
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り

（各
章
段
に

つ
い
て
は
割
愛
し
た
）。

は
じ
め
に

本
文
と
解
説

論
考

・
コ
ラ
ム

付
録

ーII皿
十
八
世
紀
後
半
の
日
本
で
は
復
古
主
義
が
流
行
し
、
光
格
天
皇
に
よ

る
朝
儀
や
神
事
の
復
古
、
田
安
宗
武
に
よ
る

「梅
合
」
の
再
興
な
ど
を



第
皿
章
の
付
録
で
は
人
物
解
題

・
翻
刻

•
本
文
校
異
な
ど
、
第I
章
の

補
足
的
内
容
が
記
さ
れ
、
本
書
末
に
収
録
さ
れ
る
英
語
版
の
内
容

へ
と

切
り
替
わ
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
文
化
を
深
く
掘
り
下
げ
る
と
と
も
に
、
原
典
を
も
と
に

し
た
多
角
的
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
本
書
は
、
文
学
や
美
術
、
文
化

史
な
ど
数
多
く
の
分
野
の
研
究
者
に
と

っ
て
重
要
な
文
献
と
な
っ
て
い

る
。

初
出

一
覧

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
を
要
約
し
つ
つ
、
各
部
の
内
容
を
略
述
す
る
。

第

一
部
で
は
藤
原
恨
寓

•
石
川
丈
山

・
雨
森
芳
洲
に
つ
い
て
、
「海
峡

渡
航
者
」
が
彼
ら
に
及
ぽ
し
た
影
響
の
大
き
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第

一
章
は
、
恨
商
の
前
半
生
を
、
朝
鮮

・
明
の
使
者
と
の
遡
遁
、
慶
長

の
役
で
朝
鮮
か
ら
日
本

へ
連
行
さ
れ
た
姜
流
と
の
交
流
に
重
点
を
置
い

て
述
べ
る
。
第
二
章
で
は
、
丈
山
の
詩
名
を
高
め
た
権
伏
と
の
筆
談
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
第
三
章
で
は
筆
談
原
翰

（静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
の
翻

刻
が
提
供
さ
れ
る
。
第
四
章
は
芳
洲
の
唐
話
の
師
、
國
思
靖
こ
と
上
野

玄
貞
の
伝
記
考
証
、
第
五
章
は
芳
洲
の
著
し
た
朝
鮮
語
学
書

『交
隣
須

知
』
の
成
立
過
程
を
、
同
時
期
に
朝
鮮
で
編
ま
れ
た
日
本
語
学
書

『倭

語
類
解
』
と
の
関
係
に
触
れ
な
が
ら
述
べ
る
。

次
に
第
二
部
。
東
ア
ジ
ア
規
模
の
動
乱
の
中
、
長
崎
に
行
き
着
い
た

明
人
の
関
わ
っ
た
文
事
を
紹
介
す
る
。
第

一
章
は
日
本
渡
航
前
後
の
隠

元
隆
碕
の
事
跡
を
、
第
二
章
は
鐵
心
道
眸
に
よ
る
聖
福
寺
開
創
を
祝
い
、

寄
せ
ら
れ
た
聖
福
八
景
詩
を
、
第
一二
章
は
近
世
前
期
の
長
崎
奉
行

・
牛

込
忠
左
衛
門
の
周
辺
に
い
た
明
の
遺
民
た
ち
を
、
第
四
章
は

『彦
山
勝

景
詩
集
』
に
詩
文
を
寄
せ
た
黄
漿
僧

・
唐
通
事
た
ち
を
、
そ
れ
ぞ
れ
取

り
上
げ
る
。

第
一一一部
の
主
役
は
唐
通
事
で
あ
る
。
様
々
な
出
自
を
も
つ
彼
ら
は
な

ぜ
長
崎

へ
至
り
、
異
国
の
地
で
み
ず
か
ら
の
立
場
を
築
い
て
い
っ
た
の

か
。
第

一
章
は
元
唐
通
事

・
穎
川
君
平
の

『訳
司
統
譜
』
を
中
心
に
、

（令
和
六
年
四
月

文
学
通
信
A
5
判

三
八
四
頁

二
、八0
0
円
＋
税
）
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若
木
太

著

『近
世
長
崎
渡
来
人
文
運
史

I

言
語
接
触
と
文
化
交
流
の
諸
相I

』

最
初
に
目
次
を
掲
げ
る

（各
章
題
は
省
略
）
。

前
言

第

一
部

海
峡
渡
航
者
と
日
本

第
一
一部

明
清
交
代
と
長
崎

第
――一部

渡
来
人
の
系
譜

第
四
部

長
崎
聖
堂
と
そ
の
周
辺

あ
と
が
き



唐
通
事
の
制
度
変
遷
、
お
よ
び
歴
代
の
唐
通
事
の
う
ち
主
だ

っ
た
人
物

の
略
伝
を
述
べ
る
。
第
二
章

•
第
三
章
は
牛
込
忠
左
衛
門
と
雅
交
を
結

ん
だ
唐
通
事
の
林
道
栄
と
劉
宣
義
の
伝
記
考
証
、
第
四
章
は
、
通
事
の

職
を
辞
し
て
京
都
に
移
り
住
ん
だ
劉
図
南
こ
と
彰
城
儀
藤
太
に
つ
い
て
、

彼
が
京
都
で
著
し
た
小
説

『烈
婦
ヒ
首
』
と
、
長
崎
で
彼
の
妻
が
起
こ

し
た
密
通
事
件
の
関
係
を
指
摘
す
る
。
第
五
章
は
、
東
京
通
詞
を
世
襲

し
た
魏
家
の
出
自
と
代
々
の
事
跡
を
述
べ
る
。
第
六
章
は
、
篠
崎
東
海

『朝
野
雑
記
』
に
出
る
享
保
元

（
一
七

一
六
）
年
の
唐
話
会
記
録
を
全
文

翻
刻
し
て
そ
の
模
様
を
紹
介
、
さ
ら
に
は
近
代
の
通
事
た
ち
の
動
向
に

も
触
れ
る
。
第
七
章
は

「唐
通
事
由
来
書
」
（長
崎
県
立
図
書
館
蔵
）
の

翻
刻
紹
介
で
あ
る
。

第
四
部
の

「長
崎
聖
堂
」
は
長
崎
に
お
け
る
儒
学
の
拠
点
で
あ
り
、

第

一
章

•
第
二
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
向
井
元
升
を
創
設
者
と
す
る
。

五
十
歳
の
時
、
元
升
は
天
神
の
夢
告
に
よ

っ
て
京
都

へ
移
住
し
た
が
、

第

一
章
は
そ
の
背
景
と
し
て
、
先
祖
以
来
の
神
道
と
の
関
わ
り
と
、
元

升
の
抱
く
黄
漿

へ
の
嫌
悪
感
を
指
摘
す
る
。
第
二
章
は
現
在
知
ら
れ
る

元
升
の
著
作
の
解
題
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
家
祖

・
虜
君
玉
か
ら
草
拙

．

千
里
親
子
に
至
る
代
々
の
当
主
の
伝
記
を
考
証
す
る
。
第
四
章
は
宝
永

・

正
徳
期
に
お
け
る
玄
岱
の
事
跡
を
ま
と
め
、
第
五

・
六
章
は
新
出
の
玄

岱
自
筆
史
料
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
第
七
章
は
荻
生
祖
棟

一
門
と
の
交
流

が
確
認
さ
れ
る
古
文
辞
派
の
詩
人
で
黄
辟盃
僧

・
大
潮
元
皓
の
伝
記
考
証

と
年
譜
、
第
八
章
は
大
潮
晩
年
の
作
品
を
収
め
た
詩
文
集

『瑣
浦
遊
草
』

か
ら
、
長
崎
で
の
唐
通
事
た
ち
と
の
雅
交
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
九
章
は
大
潮
の
弟
子

・
高
階
陽
谷
の
伝
記
考
証
と
遺
さ
れ
た
作
品
を

紹
介
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
長
崎
と
い
う
場
を
中
心
と
し
て
、
多
様
な

出
自
を
も
ち
つ
つ
も
日
本

へ
移
り
住
み
、
異
国
の
社
会
に
溶
け
込
ん
で

い
っ
た
人
々
の
動
き
と
、
彼
ら
が
近
世
日
本
の
学
芸
に
及
ぽ
し
た
影
響

の
諸
相
を
提
示
す
る
。

著
者
は
記
録

・
文
書

・
詩
文

・
書
跡
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
史
料
を

読
み
込
ん
で
お
り
、
中
国
や
朝
鮮
の
文
献
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
膨
大
な
情
報
量
か
ら
の
学
び
は
多

い
。
特
に
人
物
情
報
は
豊
富
で
、

各
章
の
主
要
人
物
に
は
年
譜
が
、
そ
の
他
の
人
物
の
多
く
に
略
伝
が
付

さ
れ
、
『近
世
長
崎
学
芸
人
名
事
典
」
と
で
も
称
し
た
く
な
る
。
著
者
の

費
や
し
た
労
力
と
時
間
に
、
感
謝
と
畏
敬
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
石
川
丈
山
の
隠
遁
生
活
と
三
河
武
士
と
し
て
の
出
自
の
関
係
や
、

向
井
元
升
の
積
極
的
に
西
洋
自
然
科
学
を
摂
取
す
る
姿
勢
な
ど
、
近
世

の
学
芸
史
全
体
に
対
す
る
重
要
な
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
広
く
近
世

東
ア
ジ
ア
の
文
化
史
全
体
に
と

っ
て
、
貴
重
な
研
究
成
果
と
言
え
よ
う
。
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び
、
朱
子
学
を
信
奉
す
る
。
五
四
歳
ま
で
加
賀
藩
儒
と
し
て
前
田
綱
紀

に
仕
え
て
い
た
が
、
正
徳
元
年
(
-
七

―-)

に
新
井
白
石
の
推
挙
に

よ
り
、
幕
儒
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
。
の
ち
、
徳
川
吉
宗
に
仕
え
、
「享
保

の
改
革
」
の
相
談
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
著
作
に
は

『六
諭
術
義

大
意
』
、
「駿
台
雑
話
』
（以
下

『大
意
』
『雑
話
』
）
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
彼
の
書
簡
集

（自
筆
本

『兼
山
麗
澤
秘
策
』
、
『可
観
小
説
』
な
ど
）

は
、
鳩
巣
の
人
物
像
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
本
書
の
大

き
な
特
色
は
、
「生
の
声
」
が
収
録
さ
れ
た
書
簡
資
料
を
使

っ
て
、
多
角

的
に
鳩
巣
を
描
き
出
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

序
章
で
は
、
鳩
巣
の
加
賀
藩
儒
時
代
の
人
生
を
概
観
し
て
い
る
。
彼

の
書
簡
と
漢
詩
作
品
に
現
れ
る

「不
遇
意
識
」
を
、
山
本
嘉
孝
ら
の
研

究
を
踏
ま
え
つ
つ
指
摘
し
て
い
る
。

第

一
章
で
は
、
幕
儒
と
し
て
の
鳩
巣
の
仕
事
が
紹
介
さ
れ
る
。
彼
の

主
要
な
職
務
の

―
つ
で
あ
る

「講
釈
」
を
公
開
講
釈
と
御
前
講
釈
に
分

け
て
、
そ
の
実
態
を
考
察
し
て
い
る
。

第
一
一章
で
は
、
吉
宗
の
命
令
に
よ
り
編
述
さ
れ
た

『大
意
』
の
成
立

背
景
と
組
述
過
程
が
詳
述
さ
れ
る
。
『大
意
』
の
成
立
と
吉
宗
の
教
化
政

策

・
東
ア
ジ
ア
研
究
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
『大

意
」
の
編
述
を
め
ぐ
る
吉
宗
と
鳩
巣
の
網
引
き
が
本
章
の
見
所
で
あ
る
。

第
一二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
、
鳩
巣
の
学
問
の
集
大
成
で
あ
る

『雑

話
』
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
幕
府
の
文
教
政

策
に

一
役
買
っ
て
出
よ
う
と
い
う
鳩
巣
の
執
筆
動
機
と
、
「雑
話
』
が
随

筆
と
談
義
本
の
性
格
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

川
平
敏
文

著

『武
士
の
道
徳
学
ー

徳
川
吉
宗
と
室
鳩
巣

『駿

台
雑
話
』
ー

」

本
書
は
、
十
八
世
紀
初
頭
に
徳
川
吉
宗
に
仕
え
た
朱
子
学
者

・
室
鳩

巣
の
生
涯
と
思
想
を
、
彼
の
代
表
作
で
あ
る

『駿
台
雑
話
』
及
び
書
簡

資
料
を
通
し
て
、
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通

り

（節
題
な
ど
は
割
愛
し
た
）。

凡
例

序

章

鳩
巣
、
江
戸
へ

不
遇
意
識
の
ゆ
く
え

第

一
章

幕
儒
と
し
て
の
日
々

第
一
一章

庶
民
教
化
の
時
代

第
一二
章

『駿
台
雑
話
』
の
成
立

第
四
章

異
学
と
の
闘
い

第
五
章

武
士
を
生
き
る

第
六
章

文
学
と
は
何
か

終

章

後
代
へ
の
影
響

『駿
台
雑
話
』
の
受
容
史

あ
と
が
き

参
考
年
表

書
名
索
引

・
人
名
索
引
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第
四
章
で
は
、
『雑
話
』
に
お
け
る
思
想
的
問
題
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
朱
子
学
を
正
学
と
し
、
異
学
と
の
戦
い
を
自
ら
の
天
命
と
考
え
る

鳩
巣
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
『雑
話
』
に
見
ら
れ
る
異
学
に
対

す
る
厳
し
い
評
論
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
簡
資
料
に

お
け
る
諸
学
派
の
儒
者
に
対
す
る
評
判
を
通
じ
て
、
鳩
巣
の
学
問
観
や

人
物
観
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
『雑
話
』
に
お
け
る
武
家
説
話
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

徳
川
家
康
や
幕
府
創
業
期
の
武
士
た
ち
の
逸
話
を
通
じ
て
、
鳩
巣
の
理

想
的
君
主
像

（去
私

・
納
諌

・
択
官
）
・
家
臣
像

（忠
義

・
諌
言

・
人

情
）
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
「雑
話
』
に
お
け
る
文
学
観
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
詩

歌
に
お
い
て
は
、
宋
代
詩
論
が

「風
雅
詩
観
」
の
形
成
に
影
響
を
与
え

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
文
章
に
お
い
て
は
、
道
徳
を
根
本
に
お
く
文
章

論
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

最
後
に
終
章
は
、
『雑
話
」
を
中
心
と
し
た
鳩
巣
の
著
作
が
後
世
に
対

す
る
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
、
鳩
巣
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
非
常
に
価
値
が
あ
る

一
冊
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
思
想
、

歴
史
、
文
学
を
探
求
す
る
た
め
に
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言

え
よ

つヽ
。

菱
岡
憲
司

著

『そ
の
悩
み
、
古
典
が
解
決
し
ま
す
。』

本
書
は
、
現
代
人
の
悩
み
を
江
戸
時
代
の
古
典
か
ら
意
見
を
取
り
上

げ
、
回
答
す
る
と
い
う
人
生
相
談
本
で
あ
る
。
近
年
に
見
ら
れ
た
古
典

教
育
の
必
要
性
議
論
に
対
し
、
教
育
や
教
養
の
視
点
で
は
な
く
、
現
代

の
日
常
生
活
で
直
面
す
る
悩
み
を
解
決
す
る
と
い
う
実
用
的
な
角
度
か

ら
、
古
典
の
有
用
性
を
唱
え
た
。
ま
た
、
学
校
の
国
文
教
育
に
よ
る
古

典
へ
の
抵
抗
感
を
減
ら
す
た
め
、
本
書
の
素
材
は
す
べ
て
、
学
校
の
教

材
と
し
て
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
江
戸
時
代
の
古
典
を
採
用

し
て
い
る
。

本
書
は
三
十
章
の
構
成
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
三
十
個
の
悩
み
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
「1

：
た

っ
た
ひ
と
つ
の
選
択
肢
が
世
界
を
変
え
る

井
原
西
鶴

『西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
」
の
よ
う
に
、
毎
章

―
つ
の
悩
み

に
対
し
て
、

一
作
、
あ
る
い
は
二
作
の
作
品
を
説
明
し
、
そ
の
解
決
策

を
示
す
形
で
展
開
し
て
い
く
。
目
次
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
以
下
数
章

を
と
り
あ
げ
、
紹
介
を
行
う
。

例
え
ば
、
「色
々
と
や
り
た
い
こ
と
が
あ

っ
て
困
り
ま
す

（四
章
）
」

や

「集
中
力
が
あ
り
ま
せ
ん

（五
章
）
」
な
ど
学
生
に
と
っ
て
あ
り
ふ
れ

た
問
題
に
対
し
て
、
「禁
中
井
公
家
諸
法
度
」
を
あ
げ
な
が
ら
、
と
り
あ

え
ず
後
水
尾
天
皇
の
よ
う
に
三
年
間
と
時
期
を
区
切
っ
て
や
り
た
い
こ

と
を
す
べ
て
や
っ
て
み
る
こ
と
、
そ
し
て
、
本
居
宜
長
の

『排
薗
小
船
』

を
引
用
し
、
集
中
で
き
な
く
て
も
よ
い
か
ら
、
や
る
べ
き
こ
と
へ
の
意
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識
を
手
放
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
「文
学
を

勉
強
す
る
っ
て
、
な
ん
の
役
に
立
つ
の
で
す
か
？

（二
十

一
章
）
」
の
よ

う
な
国
文
教
育
や
文
学
研
究
の
根
本
に
触
れ
る
問
題
も
あ
り
、
そ
れ
に

対
し
て
著
者
は
、
文
学
と
は
本
居
宜
長
が

『紫
文
要
領
」
で
語

っ
た
よ

う
に
、
人
の
心
の
動
き
か
ら
自
然
と
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る

「も
の
の
あ
わ
れ
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
情
の
機
微
を
知
る
こ
と

こ
そ
が
、
人
間
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
述
べ
て
い
る
。

総
じ
て
、
本
書
は
こ
の
よ
う
に
多
様
な
質
問
を
幅
広
く
収
集
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
説
教
臭
く
な
い
答
え
を
返
し
て
い
る
。

西
鶴
、
近
松
、
馬
琴
と
い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
な
作
家
の
作
品
も
あ
れ
ば
、

本
草
書
や
漂
流
記
な
ど
も
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
マ
イ
ナ
ー
な
古

典
も
数
多
く
網
羅
し
て
い
る
。
素
人
で
も
初
心
者
で
も
手
に
取
り
や
す

い
一
冊
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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